
1

令和 2 年12月 1 日

（火曜日）

第 33 号

名古屋港管理組合公報　第33号　令和 2 年12月 1 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　　　　　　　　次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告　　　　　　　　　　示

○令和 2 年度名古屋港管理組合補正予算の要領  …………………………………………………………………………………… 　

○財政状況の公表  ……………………………………………………………………………………………………………………… 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議 会 事 項

○11月定例名古屋港管理組合議会の結果  …………………………………………………………………………………………… 　

名古屋港管理組合告示第30号

　令和 2 年11月定例名古屋港管理組合議会の議決を経た令和 2 年度名古屋港管理組合補正予算の要領は、次のとおりである。

　　令和 2 年12月 1 日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　

愛知県知事　大村　秀章　

　　　令和 2年度名古屋港管理組合一般会計補正予算

　令和 2 年度名古屋港管理組合一般会計の補正予算は、次に定めるところによる。

　（歳入歳出予算の補正）

第 １条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ129,000千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ39,628,000

千円とする。

 2  　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第 1 表　歳入歳出

　予算補正」による｡

　（繰越明許費の補正）

第  2 条　地方自治法（昭和22年法律第67号）第213条第 1 項の規定により翌年度に繰り越して使用することができる経費は、

「第 2 表　繰越明許費補正」による。

　（債務負担行為の補正）

第 3 条　債務負担行為の補正は、「第 3 表　債務負担行為補正」による。

　第 1 表　歳入歳出予算補正

　　歳　　入 （△印は、減額を示す。）

款 項 補 正 前 の 額 補　　正　　額 計

 2 　使用料及び手数料
千円

4,462,662
千円

△ 192,010
千円

4,270,652

 1 　使 用 料 4,462,652 △ 192,010 4,270,642

 7 　繰 越 金 570,000 334,786 904,786

 1 　繰 越 金 570,000 334,786 904,786

 8 　諸 収 入 5,124,479 △ 13,776 5,110,703

 6 　雑 入 292,537 △ 13,776 278,761

歳　　　　入　　　　合　　　　計 39,499,000 129,000 39,628,000
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　　歳　　出

款 項 補 正 前 の 額 補　　正　　額 計

 4 　港 営 費
千円

5,694,254
千円

△ 13,776
千円

5,680,478

 2 　運 営 費 4,317,771 △ 13,776 4,303,995

 5 　建 設 費 21,892,141 142,776 22,034,917

 2 　整 備 費 20,156,955 142,776 20,299,731

歳　　　　出　　　　合　　　　計 39,499,000 129,000 39,628,000

　第 2 表　繰越明許費補正

款 項 事　　　　業　　　　名 金　　　　　額

 5 　建 設 費  2 　整 備 費

中 川 運 河 護 岸 整 備 費
千円

447,000

中 川 運 河 視 点 場 整 備 費 20,000

中 川 運 河 護 岸 補 修 費 145,200

潮 凪 ふ 頭 岸 壁 補 修 費 103,000

稲 永 ふ 頭 岸 壁 補 修 費 48,500

金 城 ふ 頭 岸 壁 補 修 費 25,400

作 倉 地 区 桟 橋 補 修 費 25,000

ガーデンふ頭文化厚生施設補修費 18,000

大 江 川 地 区 環 境 対 策 負 担 金 1,953

高 潮 対 策 交 付 金 事 業 費 190,000

　第 3 表　債務負担行為補正

事　　　　　　　　　項
補　　　正　　　前 補　　　正　　　後

期　　　間 限　度　額 期　　　間 限　度　額

外 国 客 船 対 応 業 務 −
千円

− 令和 2 年度〜令和 3 年度
千円

14,263
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　　　令和 2年度名古屋港管理組合基金特別会計補正予算

　令和 2 年度名古屋港管理組合基金特別会計の補正予算は、次に定めるところによる。

　（歳入歳出予算の補正）

第  1 条　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ11,800千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,017,300

千円とする。

 2  　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第 1 表　歳入歳出

　予算補正」による｡

　第 1 表　歳入歳出予算補正

　　歳　　入 （△印は、減額を示す。）

款 項 補 正 前 の 額 補　　正　　額 計

 1 　水族館振興基金収入
千円

939,130
千円

△ 14,830
千円

924,300

 2 　寄 附 金 10 836 846

 3 　繰 越 金 10 140 150

 5 　繰 入 金 62,000 △ 15,806 46,194

2 　海事文化振興基金収入 25,470 2,030 27,500

 5 　繰 入 金 12,000 2,030 14,030

 3 　環 境 振 興 基 金 収 入 64,500 1,000 65,500

 2 　寄 附 金 20 1,000 1,020

歳　　　　入　　　　合　　　　計 1,029,100 △ 11,800 1,017,300

　　歳　　出 

款 項 補 正 前 の 額 補　　正　　額 計

 1 　水 族 館 振 興 基 金
千円

939,130
千円

△ 14,830
千円

924,300

 1 　積 立 金 62,144 △ 14,830 47,314

 2 　海 事 文 化 振 興 基 金 25,470 2,030 27,500

 1 　積 立 金 12,075 2,030 14,105

 3 　環 境 振 興 基 金 64,500 1,000 65,500

 1 　積 立 金 50,056 1,000 51,056

歳　　　　出　　　　合　　　　計 1,029,100 △ 11,800 1,017,300
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名古屋港管理組合告示第31号

　地方自治法（昭和22年法律第67号）第243条の 3 第 1 項及び名古屋港管理組合財政状況の公表に関する条例（平成13年名

古屋港管理組合条例第 5 号）の規定に基づき、令和 2 年 4 月 1 日から令和 2 年 9 月30日までの期間における名古屋港管理組

合の財政状況を次のとおり公表する。

　　令和 2 年12月 1 日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　

愛知県知事　大村　秀章　

　　　名古屋港管理組合の財政の状況

 1 　令和 2 年度予算の執行状況（令和 2 年 9 月30日現在）

　⑴　一般会計

　　歳　　入

歳　入　区　分 予　算　現　額 収　入　済　額 備　　　考

分 担 金 及 び 負 担 金
円

8,702,376,000
円

2,389,807,350

使 用 料 及 び 手 数 料 4,462,662,000 2,317,466,557

国 庫 支 出 金 1,624,993,265 69,080,000

財 産 収 入 5,121,948,000 2,682,321,906

寄 附 金 10,000 0

繰 入 金 2,904,825,000 525,142,857

繰 越 金 1,648,019,004 1,982,805,576

諸 収 入 5,124,479,000 816,409,055

組 合 債 17,378,700,000 0

歳　入　合　計 46,968,012,269 10,783,033,301

　　歳　　出

歳　出　区　分 予　算　現　額 支　出　済　額 備　　　考

議 会 費
円

173,926,000
円

70,405,099

総 務 費 3,069,049,000 809,806,430

企 画 調 整 費 913,630,000 383,289,965

港 営 費 5,694,254,000 1,497,569,679

建 設 費 29,361,153,269 2,448,757,112

公 債 費 7,556,000,000 3,622,573,586

予 備 費 200,000,000 0

歳　出　合　計 46,968,012,269 8,832,401,871
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　⑵　特別会計 

　　歳　　入

歳　入　区　分 予　算　現　額 収　入　済　額 備　　　考

水 族 館 振 興 基 金 収 入
円

939,130,000
円

526,330,229

海事文化振興基金収入 25,470,000 0

環 境 振 興 基 金 収 入 64,500,000 1,000,000

歳　入　合　計 1,029,100,000 527,330,229

　　歳　　出

歳　出　区　分 予　算　現　額 支　出　済　額 備　　　考

水 族 館 振 興 基 金
円

939,130,000
円

525,977,617

海 事 文 化 振 興 基 金 25,470,000 0

環 境 振 興 基 金 64,500,000 0

歳　出　合　計 1,029,100,000 525,977,617

 2 　財産の状況（令和 2 年 9 月30日現在）

区　　　　　分 現　　在　　高

公 有 財 産

土 地 7,110,511.75㎡

建 物 144,603.38㎡

山 林 −

動 産 船舶2隻等

物 権 154.86㎡

無 体 財 産 権 3件

有 価 証 券 8,200,200,000円

出 資 に よ る 権 利 153,000,000円

不動産の信託の受益権 −

物 品 466件

債 権 11,086,076,938円

基 金 1,281,297,043円
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 3 　組合債の現在高（令和 2 年 9 月30日現在）

区　　　　　分 現　　在　　高

公 共 事 業 等 債
円

47,909,402,689

防災・減災・国土強靭化

緊 急 対 策 事 業 債
1,824,500,000

緊急防災・減災事業債 483,322,612

全 国 防 災 事 業 債 2,510,987,036

単 独 事 業 債 442,959,000

転 貸 債 5,024,978,293

計 58,196,149,630

 4 　一時借入金の現在高（令和 2 年 9 月30日現在）

区　　　　　分 借 入 限 度 額 現　　在　　高

一　般　会　計
千円

4,000,000
円

0
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発行所　名古屋市港区港町１番11号

名古屋港管理組合

議　会　事　項
　11月 4 日招集された定例名古屋港管理組合議会は、会期を 1 日と決定し、同日議事終了閉会した。

　付議事件等及びその結果は、下記のとおりである。

記

 1 　一般会計・特別会計決算特別委員会の設置 可　　決

 2 　一般会計・特別会計決算特別委員会委員の選任 杉　江　繁　樹　

 中　川　あつし　

 今　井　隆　喜　

 山　下　智　也　

 河　合　洋　介　

 小　川　としゆき　

 岡　　　明　彦　

 森　下　利　久　

 天　野　正　基　

 金　庭　宜　雄　

 江　上　博　之　

 横　井　利　明　

 加　藤　一　登　

 杉　浦　孝　成　

 3 　公営企業会計決算特別委員会の設置 可　　決

 4 　公営企業会計決算特別委員会委員の選任 西　川　ひさし　

 平　松　利　英　

 小木曽　史　人　

 森　　　ともお　

 藤　原　宏　樹　

 安　井　伸　治　

 吉　岡　正　修　

 豊　田　　　薫　

 渡　辺　　　昇　

 田　山　宏　之　

 峰　野　　　修　

 高　木　ひろし　

 岡　本　善　博　

 服　部　将　也　

 藤　沢　ただまさ　

　　また、各決算特別委員会の委員長及び副委員長は、各委員会において互選の結果、次のとおり決定された。

　一般会計・特別会計決算特別委員会　　　　委 員 長 山　下　智　也　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副委員長 金　庭　宜　雄　

　公営企業会計決算特別委員会　　　　　　　委 員 長 西　川　ひさし　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副委員長 平　松　利　英　

 5 　令和 2 年度名古屋港管理組合一般会計補正予算 原案可決

 6 　令和 2 年度名古屋港管理組合基金特別会計補正予算 原案可決

 7 　財産の買入れについて 原案可決

 8 　令和元年度名古屋港管理組合一般会計歳入歳出決算 閉会中継続審査

 9 　令和元年度名古屋港管理組合基金特別会計歳入歳出決算 閉会中継続審査

10　令和元年度名古屋港管理組合施設運営事業会計決算及び剰余金の処分 閉会中継続審査

11　令和元年度名古屋港管理組合埋立事業会計決算 閉会中継続審査

12　各常任委員会における閉会中の継続調査について 可　　決


